
特定非常災害に指定され
た令和２年７月豪雨災害
の取材から、避難の意識
を高めてほしいと企画。
前例は通用しないと救助
隊員も強く訴えました。

町や学校の図書室で本の
魅力を伝える図書司書を
取材。本を通じた疑似体
験は豊かな想像力や感受
性、生き方にも影響する
と紹介してくれました。

ウッドショックで日本の
木材が注目され林業機械
による伐採が進む一方、
伐 採 後 の 植 林 が 問 題 と
なっています。林業の常
識だった植林を訴えます。

音楽を続けたいと願う子
どもたちの受け皿を作ろ
うと結成したジョイサウ
ンズ。小学生から 70 歳
までのメンバーが音楽の
魅力を発信しています。

高校球児たちの夢舞台、
甲子園に出場が決まった
麥生田駿さんを取材。コ
ロナ禍を乗り越え少年時
代からの夢をつかんだ軌
跡を広報で追いました。

高血圧を徹底攻略するた
め鹿児島大学の大石充教
授が特別出演。クワガー
や落ち武者と漫画企画に
も参加してもらい生活習
慣の改善を伝えました。

町の抱える空き家課題と
起業したい若者が出会っ
て誕生したゲストハウス。
オープンするまでの道の
りから「まちづくり」の
ヒントが見えてきました。

毎年３万頭以上の犬や猫
が殺処分される現状に向
き合ってほしいと企画。
動物愛護センターや動物
病院への取材で命の重み
と責任を投げかけました。

麗澤大学 川上 和久 教授

特集では錦江町と与論町の歴史的な関わり
を振り返っている。歴史的経緯も当事者へ
のインタビューでしっかり描かれていた。
特に田代中と与論町の生徒のメッセージも
掲載され互いの素朴な思いがよく出ていた。

日本漢字能力検定協会 佐竹 秀雄 室長

なかなかの労作である。戦後 75 年、姉妹
盟約半世紀で開拓団の歴史を特集するのは
意義深い。史実と証言をもとに丁寧に書き
込まれている。一方で現在の交流にも触れ、
過去と現在を追った点も評価できる。

デザイナー 平本 久美子 さん

単調なレイアウトにならないよう背景の処
理など工夫されていた。特に手紙のやりと
りのページは目にとまり、かつ印象に残る
デザインであった。その他のページも色数
を抑えつつ丁寧にデザインされていた。

2020 年８月号
「命を守るための避難」

2020 年 11 月号
「本のある暮らし」

2021 年７月号
「木を使う。森を育てる。」

2021 年１月号
「音楽の力」

2021 年８月号
「夢舞台での挑戦」

2021 年２月号
「高血圧を徹底攻略」

2021 年９月号
「人がつながる新拠点」

令和３年全国広報コンクール 広報紙町村の部入選

2020 年 12 月号「特集  後世に継ぐ開拓魂」

2021 年６月号
「命の重みと責任」
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掘
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ら
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れ
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掘
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介
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史
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あ
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人
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民
一
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と
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ら
で
す
。

　
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
に
例
え

ら
れ
る
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報
紙
。
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作
っ
た
だ

け
で
は
価
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が
あ
り
ま
せ
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材

を
通
し
て
メ
ッ
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ジ
が
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わ
る
。

行
動
に
結
び
つ
い
て
こ
そ
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と
な

り
、
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か
す
大
き
な
原
動
力
に

な
る
こ
と
が
広
報
紙
の
使
命
で
す
。

イベントや子育て、健診情報などお知ら
せを中心に読みます。写真も大きくてイ
ンタビューに答える方の表情も豊か。子
どもたちの写真掲載も
多いので親子
で見てます。

広報コンクールを主催する日本広報協会が発行
している月刊広報から審査講評をご紹介します。

「トピックス（まちの出来事）」がお気に
入りです。幼稚園で受け持った子どもた
ちが成長し活躍している姿を見ると嬉し
くなります。昨年の 11
月号は卒園児が表紙を
飾っています！

広
報
紙
「
で
も
」
で
は
な
く

「
だ
か
ら
こ
そ
」
の
存
在
へ

伝
わ
っ
た
先
の
行
動
こ
そ
が
、

特
集
記
事
に
求
め
ら
れ
る
価
値

ほとんどの雑誌や
月刊誌が

特集を掲載するの
は毎号手

に取って読んでほ
しいから。

広報紙も同じで少
しでも多

くの方に手に取っ
てもらえ

るよう特集を組ん
でいます。

毎月の特集記事は必
要なのか

広報特集として普
段あまり聞け

ない読者の声を
取材しました。

よく読んでいるコ
ーナーや最近

の特集記事で興味
のあったもの、

提案や応援までそ
の声はさまざ

まです。最後は印
象に残ってい

る１冊を厳選して
もらいました。

広報きんこう読者の声

毎号巻頭で組まれる特集記事。毎回テーマを設定し、
町内外での取材を通じて掘り下げていきます。行政から
のお知らせではなく、情報の共有による「まちづくり」
に向けた大切な一歩だと考え毎号作成しています。

宮下 ひとみさん（上之宇都）尾迫 佳織さん・春
は る あ

彩ちゃん㊨・川崎 岳
がく

くん㊧ 福山 博二さん（昇陽） 舞原 舞さん（鶴園） 原澤 陽好さん（原沢）

２
０
２
１
年
８
月
号

「
夢
舞
台
で
の
挑
戦
」

２
０
２
０
年
７
月
号

「
ま
ち
が
誇
る
逸
品
」

２
０
２
１
年
９
月
号

「
人
が
つ
な
が
る
新
拠
点
」

２
０
２
１
年
７
月
号

「
木
を
使
う 

森
を
育
て
る
」

２
０
２
０
年
11
月
号

「
本
の
あ
る
暮
ら
し
」

広報きんこうは毎月楽しみにしてます。
お知らせも記事も統一感があり要点がま
とめてあるので読みやすい。訪問する調
査員さんの顔写真も
掲 載 さ れ て い た り
丁寧だと感じます。

まちの「いま」を掘り下げることで見えてくるもの

特集記事の必要性

広報広聴の理論や技術、広
報担当者に役立つ実務記
事などを中心とした国内
唯一の広報専門誌で毎月
１回10日に発行されます。

日本広報協会発行

「月刊広報」

特 集

「だからこそ」の存在へ
広報きんこう 200 号企画

広報紙は毎月全ページ読んでいます。特
集はもちろんお知らせから出来事まで丁
寧に取材されているのが分かります。編
集後記も楽しみです。
若い方たちの活躍
にも期待してます。

小中学校の同級生が甲子園出場を決めた
ときの特集号が一番印象に残ってます。
高校を選らんだ理由や野球への情熱など
普段あまり見せない
一面を知りました。

6広報


